
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10岡年記念式典会場．壇上11・央は茅総長

去る6月1日．二＃所の創、」．’：10周tt．．記念］lccaが行われた．㍗前11時かナ　納5揖堂で福1干1所長の挨拶に始まn、来賓の5らから芋東京大幸

教畳，財団法人生産技1荷研究奨1．ト1会理事艮中原延平氏．前所陵〔り代］t’、瀬藤象二束東大「r：．名誉教授の各氏の概辞があe．記念「了事委員長高橋

武雄教授の閉会の辞をも・．1’⊂止十，本丁1の将来をbMするS田．減の内に式典を終えた．ニニに，上記の来密AI［辞要旨を収録L、あわせて所

　　　　　　　　　　　±．ξの挨拶と記念行．事のF様とを本文記事i二載せた次第である、
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東京大ゴ稔陵　　　茅 誠 司

　私が第1に申Ll．二げたいことは，この生産技術研究1臼〒に二つの思い出があることです．その一つは昭和23年のこと

一C・あったと、le　L　5，！iitsの森F．・文部．lt［iから学術研絵議1謝L・秘；敏育賑を推薦してほLし・と依頼があった・この

依頼に対し，当時の二ご．術研’fL会殺の副会長であった瀬藤先生によって私が推薦され文部省に行くことになり，9カ月ほど

勤務した．その問に問題になったのは，学術会議を作ること，また学術会議と政府との問が円滑にゆくために科学技術

1赦協1融をf乍る・ピ戯，っ≧・・科．1徽術徹t嫌会の賑の適酩に阻1二科／腫と鰍したところ謙影1自生のほ

かに適1「渚はあるまいとい5二とになり，仁科）1己三と［lil道で瀬藤it生のもとへ柑談にうかがったところ，瀬藤先生に研

究所にと’一）て大切なへであ7ので）そKなことは問題・．二ならぬとにべもなくことわられた・これが第・の思い出である・

　第2は，第ニエ学部が生産技術研究ド，忙なると．郵これを担当Lていたのtt文部省科己∫教育局であり1いろいろな問

函があった．舟腔研究所が理工学研究所となり・第二工』：1「：部が生醐支術MFVt所となる，．二のrl賭彫）楓童が理解できな

かった．生産技術研究所の口標は．朽は易く，行製よ難』．eはないかということであった・つまり当時の口本では基

礎研究が相当進んでおった｝こせよそれを生産に「疋映させるi二は，た学にはその方1面の人がおらず，生産1［llの協力で初め

一（できるものではないかとい5・．kうな批評があ。た・その時・瀬劇自生が「．．奏廷．醗論はうというので士1胴比席．陛

Iri：な意見を述べたが，先ほど所長からお話があったように私は宍業救｝」寺とはいわなかったと思う・生竜技術研究所の構

想は，⊥二「1ヒ全般にわたる広L・協加二よって研究成果を生「｝Ea）場ま．⊂．持ってゆく二とであると理解Lた．

以L、1）よ礁意「lk　－C・，二・）10　f醐」1・↑ll’な寧II1楠もり．d二［轍1・脳地ゆ勧腔ながめ’〔ぎた・今llll散14：研’噺

に，1鞘堺との提携・・もとに逐次そ峨．腔あげ1捌1の目E’・t・J・！J；達せらえ・た二とをNU）感嘆している・

　最近の科「」1’tハ，基礎と応用との区1｝がなくなってき㍑と思う・私はマゲ．ネ’yトの噂門家であるが，そのノEIY］を振りか

えってみると，移，暁“・KSマグネ．・トを，三島，性がMKマクttネ．汁を・　iJr藤・il’L　J　t・　1tlj　ft生がOPマグネ・トを発

明された．理li爾からではなく，　fflJiJした後で陣秀な磁石がでぎたことがわかった・その後ソ連のフレンケル・ドルフマ

ンが・930年に鉄の超敵辛li］1好を1」・「めると・MIJなマク’「ネ・トができるという理論を打ち出「一　k・当暇界エネ’レギの言．i’

rT：灘】違っ一（いたti・．C・W＋Jされなか・たが・1紅1946　tl．’・，　Tメ］）カ・フラ・ス・件． @lj　．Z等曜1納理‘｝2昔｝．二よゲ⊂

その齢が娘きれ，それ1・従って．Awai］Oi・：フ・イン・・ウダー一マグネ・卜茜献された・理論物理の研：究が）’L　’T’T　Lて

応用物理，工学，生産へという関係が密接になってきた・これからは11」礎眺「方面から債みi：げたピラミ7ド形でな［tれ

ば牒戯．二Lない．・の意「聯おい一姓産掘1縦所の構想と一致い〔．t’P・縦融励とj／li．糊からの援助とに

より今田．二いたったものと私｛之考える・

・0鵬・を胆るに当唖・業獅ご拗に深く翻けるとり鴨知まで失業救z斉の磯所であるとい排縦tレん

．じて受けながら十年間を多ノカきれてぎたことに対し敬意を表したい．
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